
教科をこえたつながり

国語
◆都道府県名の漢字

算数
◆ぼうグラフの
読みとり

◆面積の単位の
読みとり

外国語（英語）
◆外国の言葉や文化
を知る

◆外国の国旗を知る

道徳
◆きまりを守る
◆自分とはことなる
意見も大切にする

理科
◆観察や実験
◆水のゆくえ

社会科

折
お

れ線グラフの表し方や読み方

★グラフのかき方

★グラフの読みとり方

①‌�横のじくに「時こく」をとり，単位も
かく。

②‌�たてのじくに「気温」をとり，単位も
かく。

③‌�それぞれの時こくの気温を表すところ
に点を打ち，順

じゅん

に直線でつなぐ。

折れ線グラフは，線のかたむきのちがい
により，変わり方がわかる。

右上がりの線は
ふえていることを
しめす。

水平の線は
変わらないことを
しめす。

右下がりの線は
へっていることを
しめす。

1日の気温の変化

時こく （時）

気
温
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教科等横断的な学習のための教科書の使い方

　小学校学習指導要領（平成 29 年告示）では，教育課程の編成にかかわって「教科等横断的な視点に立っ
た資質・能力の育成」の中に以下のような記述があります。

各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・
解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，各教科等の特質を生かし，
教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。

　また，「教育課程の編成における共通的事項」には，以下のように示されています。

・各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにすること。
・児童の実態等を考慮し，指導の効果を高めるため，児童の発達の段階や指導内容の関連性等を踏まえつつ，
  合科的・関連的な指導を進めること。

　教育課程編成の際の視点として教科等横断的な視点が重要であり，学習指導において各教科等及び各学年
相互間の関連を図ることが求められています。
　これらを踏まえ，ここでは教科等横断的な学習のための教科書の活用方法について紹介します。

教科等横断的な学習とは・・・
　上記の記述を踏まえ，教科等横断的な学習を「各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的
な指導が構想された学習」とします。児童は教師が意図する・しないにかかわらず，また教育課程内外にか
かわらず，教科等横断的に学んでいることは想像できますが，ここでは，主に教師が教育課程において意図
的に行う教科等横断的な学習を扱うことにします。

教科等横断的な視点から教科書を見てみると・・・
　今期学習指導要領の改訂を受け，どの教科書も教科等横断的な視点が含まれた編集になっています。まずは，
教科書に示された教科等横断にかかわる項目やマーク等に注目してみましょう。教科等横断的な視点での学
習を進めるためのヒントが示されています。
　それぞれの教科書には，教科書の使い方
に関する記述があります。右の図のように，
各教科の学習をしていく際に，他教科との
かかわりを生かした学習を推奨しています。
算数の棒グラフの読み取りや面積の単位の
読み取りの学習が，社会科の学習に活用で
きるということが分かります。教師が，社
会科の授業の中の該当する場面で，他の教
科の内容に触れたり，教科書を開いてみる
場面を設定したりすることによって，児童
は他教科等で学んだことを生かして学ぶこ
とのよさが分かってくるでしょう。そういったことの繰り返しが，児童自らが他教科等で学んだことを活用
して思考することにつながっていくと思われます。

　左の図は，理科の教科書（４年）の「天
気と気温」の中の一部です。この学習では，
天気による１日の気温の変化を調べ，表に
記録します。調べた結果から何が言えるか
を考えるために，折れ線グラフに表して考
えます。
　このとき，算数で学ぶ「折れ線グラフの
表し方や読み方」を活用するのです。算数
ですでに学んでいれば，それを思い出しな
がらグラフを作成することになります。も
し，まだ学習していないとすれば，時間を
とって算数として「折れ線グラフの表し方
や読み方」を学習する方法も考えられます。
　いずれにしても，教科等横断的な学習に
かかわる事項が，教科書にどのように示さ
れているかをあらかじめ把握しておくこと
が大切です。

活用方法Q＆A
Ｑ１：教科等横断的な学習で教科書を使う場面としてどのようなものがありますか。
Ａ１：授業の中で使う場面と教師が教科等横断的な学習を構想する場面で使うことが考えられます。授業の

場面では，その授業の学習内容にかかわって，他教科の教科書の記述内容を活用することができます。
授業で学んでいることをより確かにしたり，発展的に学ばせたいと考えたりした場合に対象の教科書
を開いて見ることが考えられます。それとは別に教師が年間のカリキュラムを考えたり，授業の事前
に教科等横断的な学習の可能性について考えたりするときにも使います。

Ｑ２：限られた時間の中で他の教科の内容も扱うと本来のねらいとする学習内容を扱う時間が足りなくなる
のではないですか。

Ａ２：指導計画の通りに学習指導をし，それに加えて他の教科の学習内容も含めて学習するとなると，どう
しても予定した時間よりも多くなってしまいます。どの場面で他の教科の学習内容を活用するかにつ
いて，年間計画や単元計画作成の際に見通しをもっておく必要があります。見通しをもつことにより，
単元の中で重点化する学習が見えてきます。また，他の教科で学習したことを活用して学ぶような授
業では，他の教科で学習した内容と重なる部分があったりします。そういうときには，どちらかの教
科の学習の時間を短くすることも考えられます。重点化と指導内容の重なりを意識することで時間の
問題に対応できるのではないかと考えます。

Ｑ３：児童が主体的に教科書を活用して教科等横断的な学習を行っていくための方法や留意点がありますか。
Ａ３：授業の中で別の教科の教科書を使って関連的な学習を行った場合などに教科等横断的な学習のよさを

意味付けることが大切だと思います。「違う教科の学習と結び付けると考えが深まるね」というように，
児童の自覚化を図ることが次の学習にもつながっていくものと思います。また，児童は，授業以外で
も教科書をよく見ていて，そこから多様な情報を得ています。そのような姿を生かすとすれば，4 月
当初に各教科の教科書の仕組みや使い方を指導しておくことが有効だと考えます。教科書には教科等
横断的な視点で学習を進めるためのヒントが示されていますので，それを児童が理解しておくことも
大切です。教師に指示されなくても，関連する教科の教科書を見て学ぶようになると思います。

 48 48  49教 1 教 2
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総合的な学習の時間を中核にした教科等横断的な学習での活用例

　中央の表は，総合的な学習の時間を中核にした教育課程を編成しているＡ小学校第４学年のカリキュラム
表です。このカリキュラム表を例に，教科等横断的な学習での教科書の活用例を紹介します。

　カリキュラム表　
１年間に学習する各教科等の単元を一覧にしたものです。
関連的な指導を行う単元を線でつなぐなどすることで，教科等横断的な学習を行うための助けになると思われます。

総合的な学習の時間
「水害の歴史から学ぶ

私たちの防災」
　Ａ小学校は，大きな二つの川に
挟まれた地域にあり，数年前も川
の堤防が決壊し，浸水被害が発生
している。川は水害を引き起こ
し，生活や自然にとって危険なも
のである一方，飲み水，農業用水，
生物等を育む，なくてはならない
ものである。水害を受けつつも復
興し，川と共存してきた地域の
人々の歴史や取組をもとに防災
の在り方を探究する。

国語「聞き取りメモのくふう」の
活用①
　地域の川にでかけ，場所や天候による
川の流れの違いや周囲の様子などを観察
したり，農業用水や浄水場を見学したり
する活動では，メモを取る場面があります。
　ここでは，国語の「聞き取りメモのく
ふう」を活用することができます。国語
の学習では，「話を聞きながらメモを取っ
てみる」→「メモの取り方のくふうにつ
いて考える」→「くふうしてメモを取り，
メモを使って発表する」→「目的に合っ
たメモの取り方を考える」というような
順で，メモの取り方を学びます。
　総合的な学習の時間で見学に行く際
に，「国語の学習で学んだメモの取り方
を生かしてメモを取ろう」というような
声がけをすることによって，国語の学習
を役立てようと意識するでしょう。「他
教科の学習が役立つ」という実感が得ら
れれば，学習したことの定着につながり，
他の学習にも転用されていきます。

理科「雨水のゆくえ」の活用③
　地域の川にでかけ，場所や天候による川の流れの違いや周囲の様子などを
観察したり，農業用水や浄水場を見学したりする活動があります。
　ここでは，理科の学習「雨水のゆくえ」を活用することができます。理科
で得た，「水は，高い場所から低い場所へと流れる」「水の流れる方向は，地
面のかたむきと関係がある」「水のしみこみ方は，土のつぶの大きさによって
ちがいがある」「水がしみこみやすい川としみこみにくい川がある」というよ
うな知識は，地域の川が引き起こす災害の原因を考えるときの情報となります。

社会「自然災害にそなえるまちづ
くり」の活用④
　地域の防災の取組を調べたり，地域の
人々や家族の防災についての意識を知った
りしたうえで，「わが家のオリジナル安全
マップ」を作成する活動を行います。
　ここでは，社会の「自然災害にそなえる
まちづくり」を活用することができます。
学習指導要領に示された内容には，「地域
の関係機関や人々は，自然災害に対し，様々
な協力をして対処してきたことや，今後想
定される災害に対し，様々な備えをしてい
ることを理解すること」とあります。児童は，
行政や地域の取組を踏まえて，自分の家族
の防災を具体的に考えることができます。
社会の学習を生かして，自分の家族に合っ
た安全マップを作成することで，防災を自
分ごととして考えるようになります。

国語「もしものときにそなえよう」
の活用⑤
　地域の人と一緒に自分たちの町の防災に
ついて考える活動を行います。自分たちが
学んできたことを整理して地域の人に紹介
し，それに対しての意見をもらい，自分の
防災についての考えを確かにしていきます。
　ここでは，国語の学習「もしものときに
そなえよう」を活用することができます。
国語の教科書には，「テーマを決めて調べ
よう」→「調べたことを整理しよう」→「組
み立てをたしかめよう」→「考えを伝える
文章を書こう」というように，相手に伝え
るための文章を書く手順や文章の構成な
どが示されています。国語の学習を活用
して町の人に伝えるための文書を書くこと
が考えられます。また，国語の学習のテー
マを防災に関わることにすれば，総合的な
学習の時間と国語の指導内容を同時に学
習することができます。一つの学習活動
で両方の学習ができるので，どちらかの
学習の時間を短縮することもできます。

社会「健康なくらしとまちづくり」の活用②
　農業用水や浄水場の観察・見学を通して，川の水が飲料水や農業用水として
必要不可欠であり，人々の努力によって守られていることを実感的に理解します。
　ここでは，社会の「健康なくらしとまちづくり」の学習を生かすことができます。
学習指導要領には，「飲料水，電気，ガスを供給する事業は，安全で安定的に
供給できるよう進められていることや，地域の人々の健康な生活の維持と向
上に役立っていることを理解すること」が挙げられています。社会で得た知
識を含めて，川の恵みについての考えを多様にしていくことが期待できます。
また，総合的な学習の時間での浄水場の見学が社会の学習にも生かされます。

A 小学校第 4 学年　カリキュラム表
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 地域の川　
  　　大調査！（12）
 ・地域の川、農業用水、
　浄水場の観察・見学
 ・川の恵みと危険

私たちの町の
　　水害の歴史（10）
 ・水害の復旧工事の歴史
　防災ステーションの見学

わが家のオ リジナル安全マップ（30）
 ・地域の防災 の現状について防災士の講話
 ・地域の防災 の現状、地域や家族の意識
 ・‌�わが家の立 地や家族構成、避難所等を考慮した

安全マップ の作成
 ・‌�安全マップ を家族と確認・修正

地域の人と考える町の防災（18）
 ・‌�防災について地域の人に伝える内容と

方法の検討
 ・‌�地域の人と共に考えるための交流会の

実施
 ・‌�家族や地域の防災のためにできるこ

と

健康なくらしとまちづくり
 ・ごみはどこへ
 ・水はどこから

わたしたちの県のまちづくり
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 ・農業を生かしたまちづくり
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水害の歴史から学ぶ　　わたしたちの防災（70）  

①
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③

⑤
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規則の尊重

公正，公平，社会正義

勤労，公共の精神

家族愛，家庭生活の充実

よりよい学校生活，集団生活の充実

伝統と文化の尊重，
国や郷土を愛する態度

国際理解，国際親善

国土の自然とともに生きる05

●そびえ立つ山脈
　〈長野県〉

日本の地形や気候について地域ごとにどんな特徴が
あるのか考えてみましょう。

●様々な島がある地域
　〈長崎県〉

みかんの収かく量の割合（2020 年）
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教科等横断的な学習での活用例

国語科，社会科，算数科の教科横断
　第５学年の国語科では，「B 書くこと」の「題材の設定」において，

「目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなど」から書きた
いことを見付けたり選んだりすることが示されています。また，「情
報の収集」及び「内容の検討」では，「集めた材料を分類したり関
係付けたりして」伝えたいことを明確にすることが示されています。
　このことから教科書では調べたことを正確に伝える取組やグラフ
や表を用いるなど資料を活用して効果的な文章を作成する取組が用
意されているのです。
　このグラフや表を用いる際に，算数と関連させることができます。
例えば，クラスの仲間の意見を表やグラフで表す場合であれば，第
５学年の算数の教科書を見ることによって，書き方を確認すること
ができます。また，棒グラフや折れ線グラフを利用するときには，
それぞれ第３学年，第４学年の教科書を確認することで，書き方や
どのような事柄に対して，どのグラフを利用したら良いのかなどを
確認することができます。表やグラフで物事を表すことにより，説
得力のあるものになるだけでなく，伝えたい事柄を視覚的に分かり
やすく伝えることができるようになることから，国語科と算数科の
学習を関連づけて学習することの良さが感じられるのではないで
しょうか。
　さらには，文章を作る際に，社会科と関連させることで，子ども
が文章を作る取り組みができます。例えば，５年生の社会科では，
我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について，学習の問題
を追求・解決する活動を通して，「各種資料で調べ，まとめること」
の知識・技能を身に付けることが示されています。

また，「国土の自然環境の特色やそれらと国民生活との関連を考え，
表現すること」の思考力，判断力，表現力を身に付けることが示さ
れています。
　社会科の学習での学びを元に自分の考えを様々な資料から調べた
ことを根拠にして文章化し，表やグラフを利用することで根拠を示
したり視覚的に理解しやすいものを作成したりすることができるの
ではないでしょうか。
　こうした教科横断的な学習は，先に示した年間のカリキュラムを
作成する際に，各教科・領域の学習内容を十分に把握することで可
能となります。時には，他の学年での学びを活かす学習もあります。
その際は，他の学年の学習内容を教師自身が見直しておくことが重
要です。

国語科と道徳科の教科・領域横断
　４学年の国語科では，「記録や報告などの文章を読んで話し合う」ことや

「様々な内容の文章と出会わせる」ことが学習指導要領で謳われています。
　そのため，教科書では，事実に基づいて書かれた本（ノンフィクション）
を読み，そのよさを友達と伝え合うというという読書単元が組まれています。
　また，教科書では，ドキュメンタリー・ルポルタージュ・伝記という３つ
のジャンルから本が数冊ずつ紹介され，その中の一冊が教材として掲載され
ています。そして，教材で扱われている社会問題について話し合うという学
習の流れなのです。
　しかしながら，実際の授業場面では，一読するだけで終わってしまったり，
逆に，説明的な文章を読解するような授業に偏ってしまったりして「幅広い
読書」や「本の内容について話し合う」ことを実現するような読書単元には
至らないことが多いのではないでしょうか。
　そこには，子どもたちが主体的に，そして必要感をもってノンフィクションの本を読むような状況や場が
ないという問題があります。それは，ノンフィクションの書籍を通して社会問題について話し合うまでの動
機が国語科では生起しにくいという根本的な矛盾なのです。
　そこで大切になってくるのが，教科・領域を横断するという概念です。ここでは，道徳科との領域横断と
して，道徳的価値に着目したいと思います。道徳科の教科書には，下のような道徳的価値の一覧が並んでい
ます。
　例えば，ここにある「相互理解，寛容」「公正，公平，
社会正義」などは，ノンフィクション作品でよく取り上
げられる社会問題の根底にある道徳的価値と言えます。
　道徳科としては，こうした道徳的価値にリアルに迫
ることをねらいとし，道徳科の教科書の読み物教材で
はなく，実際に起きている社会問題，つまりはドキュ
メントやルポなどを読んで，「考え議論する」道徳や
哲学的対話へといざなうことができるのではないで
しょうか。
　このようにして，国語と道徳をうまく関連させてい
くことで，両者の学習の目的がはっきりとしてきます。
それは，子どもの学びが主体的・対話的になるという
ことです。そして，国語でもなく道徳でもない新しい
学びが対話によって生まれてくるとも言えるでしょ
う。
　授業のポイントは，教師が何かを教えようとせず，
その社会問題や道徳的価値について，教師自身が自分
事として考え，子どもと一緒になって主体的・対話的
に授業に参加するということです。教科・領域横断，
そして対話の可能性はまだまだ果てしなくありそうで
す。
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